Coastal Villages by Bisan Channel, Setonaikai in 1900 (2) by 大崎 晃
1900年の備讃瀬戸沿海村(2)
著者 大崎 晃
出版者 法政大学教養部
雑誌名 法政大学教養部紀要. 社会科学編
巻 94
ページ 1-32
発行年 1995-02
URL http://hdl.handle.net/10114/3840
１ 
以
上
が
瀬
居
島
沖
漁
場
へ
の
六
カ
町
村
に
よ
る
鯛
網
新
規
着
業
不
成
功
の
顛
末
で
あ
る
。
海
面
官
有
宣
言
に
よ
る
旧
藩
時
代
の
漁
場
占有利用権の終焉、漁民層分解とブルジョワ的経営化の進展、沿岸漁場の狭陰と漁業資源の逼迫等を時代背景とし
た
組
合
準
則
期
の
漁
場
政
策
の
潮
流
に
は
、
前
期
的
体
制
を
に
わ
か
に
は
払
拭
し
き
れ
な
い
地
力
漁
業
組
合
に
漁
業
調
確
が
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
た
め
に
、
旧
慣
擁
護
と
新
規
参
入
阻
止
の
力
が
強
く
働
い
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
一九○○年の備讃瀬戸沿海村（二）
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次に当時の六カ町村の漁業の概況についてみよう（表１）。
表１明治舟二年香川県阿野潤足郡漁業組合員と漁業種別従事者数（単位人）
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と
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（１） 
額は他の業種におよばない。こ
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に
。反対した中笠居村の久保栄吉の
幟操業成績（表２）と比べれば明
り蛙瞭である。また一人で五種の業
副種を営み、阿野鵜足郡漁業組合
釦頭取で、七カ町村の鯛大綱新規
典着業出願人代表の阿比野勇のよ
業漁
》
っ
な
階
層
分
解
の
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題
に
つ
い
て
は
西畷後圭早でとりあげる。
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鯛大綱の新規着業認可が障害にのりあげている間、七カ町村は瀬居島漁場の慣行漁業権を主張する中笠居村等三
カ町村に対して、もう一つの運動を展開した。まず中笠居村の声から聞こう。
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西ハ大槌島中央ヨリ室木島東ノ鼻ヲ限り漁場境界二添フテ阿野郡蛸崎ノ鼻二至ル慣行区域タルハ昔時享保十七年
備前国児島郡日比村利生村渋川村ト大団瀬並二大槌島二辺り論訴トナリ此際旧幕府裁許ニョリ大槌島ヨリ東大曽
瀬廿五町ノ処北面ハ備前国日比利生渋川三ケ村ノ猟場南面ハ讃岐国香西浦ノ猟場タルヘシト判決下サレ遼二至リ
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う）ノ猟場タルヘシト迩二本村鯛網西浜東浜鯛釣専用漁場タルヲ確明ス爾来梢漁場静譜ナリシニ近時明治十六年
岡山県児島郡下津井村田ノ浦村吹上村大畠村春季鯛業期二際シ我営業ヲ侵害シ制止スルモ間人レサルヲ以大阪控
訴院へ控訴セシー一同十九年十二月廿五日付ヲ以テ裁判宣告ヲ得タリ此際大槌島中央ヨリ室木島東南ノ鼻ヲ見通シ
其宣告タルャ論所ノ海面区域ハ古来控訴人ノ専用漁場ニシテ入会ノ権ナキ者ニシテ大槌島中央ヨリ室木島東南ノ
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1５ 
鼻ヲ見通シ限界トシ是ヨリ以南ナル控訴人ノ漁場二立入り漁猟ス可ラスト認定セラル斯ル状況アリアルヲ以テ旧
藩時ニハ春季五十日間余（慨ネ清明ヨリ向フトろ有限中ハ藩主ヨリ数艘ノ番船ヲ出シ厳二侵猟者ヲ防禦シ厚キ
保護ヲ蒙ル廃藩後尚引続キ香川県庁ノ保護ヲ受ケ居りシ一一明治五年御改正ニョリ番船廃止卜相成換フル二旗印ヲ
下付セラル爾来本村東浜西浜一村二ケ町漁業者中ヨリ数艘ノ番船ヲ出シ（時トシテ小蒸気船代用）且請願巡査卜
共二侵入漁者ヲ制禦シ来しり古今一一徴シテ春季五十日間余ハ本村鯛鰭網業者東浜西浜町鯛釣漁業純然ダル専用漁
場タルヤ明カナリト認メラレ候
然ルー今回阿野鵜足郡二於テ新規取締組合ナルモノヲ設ケ本年四月十六日付ヲ以テ同郡役所へ伺出ノ上旧慣行
一一依り入場漁権アル地ノ組合ニハ総テ加入スヘキ義二有之由該郡役所ノ命令アリタル趣ヲ以テ本村鯛漁者へ加入
申込アリタリ個ハ本職二於テ該命令書ヲ意味スルー一人場漁権トアルハ全ク互二入会スル漁場ノ調ニシテ如斯入会
アル場合ハ漁業取締規則第九条ヲ遵守シ加入スヘキハ可然存スルモ本村鯛業者ノ如キハ所謂純粋ナル一個専有ノ
資格ヲ有スルモノニシテ敢テ他ヨリ干渉ヲ受クヘキ限リニ非ラスト想像ス弦二仮二加入スルトセョ勢上幾分ノ干
渉ヲ免カレスト存ス（然ラサレハ焉ソ加入ノ必要ヲ見る然ルー本村鯛鯖漁者ノ如キハ独立独歩占有権ヲ有スル
モノニシテ他ノ干渉ヲ受クヘキ理由何レニ生スルモノナリャ之レ本職力疑問措ク能ハサル所ニシテ目下季節二際
シ最モ切迫ノ場合｝｜候条速二何分ノ御明示相成度此段至急相伺候也（『香西漁業史』）
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本月四日付ヲ以テ字瀬居島漁場二於テハ他府県入漁鯛釣漁者へ小旗ヲ交付スルハ独り高松市及本村字香西二限
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1６ 
表３阿野鶴足郡漁業組合一時加入者
｢一時組合加入人名簿」（阿比野家|Ⅱ蔵文書）より作成。
リ交付スル慣例ナルニ阿野鵜足郡漁業組合ハ狼二他県
入漁者ヲ臓着シ組合證票ヲ交付シタル廉ヲ以テ相同置
候処大胆一一モ本月十三日香川新報第二千四百十一号雑
報欄内へ正誤申込卜題シ元来瀬居島漁場ハ阿野鵜足郡
各村浦卜高松香西浦共用漁場ナルノミナラス凡本県海
産業二於テハ何レノ場所タリ共専用漁場ナルモノ断シ
テ無之皆共同使用スルノ権アルノミト云上加之乃生浦
一一出張所ヲ設ケタルハ組合加入者二證票ヲ渡シ漁業取
締ノ為メニシテ手数料等取りタルニァラスト云上種々
雑多ノ虚辞ヲ構へ（中略）艦二本村及高松市ノ漁画ヲ
素乱シ当地方漁者ノ激昂ヲ高メ故一一目下捕魚終季二垂
ントスル今日権利保護上一一当り頻二本職二迫り来候条
如何申聞候テ可然哉頓二説諭ノ途絶へ巣テ殆ン卜困難
維シ窮スル場合何卒至急何分ノ御指令相成度此段相伺
候也瀬居島沖鯛漁場は中笠居村等三カ町村の専用漁場で
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（２） 
（『香西漁業史』）
明
治
州
年
五
月
十
五
日
明治３１年 明治30年 加入者の母村
人
通１４２６１１週１３８ｕｕ
人
１週４２６２
７３，５１ 
３ 
兵庫県明石町
岡山県児島郡下津井町
広島県安芸郡須波町
広島県安芸郡下蒲列島村
広島県豊田郡豊浜村
広島県豊田郡大崎村南村
広島県豊田郡大崎村沖浦
広島県加茂郡与田原村
山口県大島郡蒲室村沖家室
山口県大島郡家室西方村
香川県那珂郡塩飽本島
香111県那珂郡与嶋村
愛媛県越智郡今治村下浜
愛媛県越智郡来島村
愛媛県越智郡宮窪村
愛媛県越智郡関前村
愛媛県温泉郡新浜村
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1７ 
あったことは、旧藩時代には藩から見張り番船の下で保護されたことや、廃藩後はこれにかえて県から下付された
旗を立てた番船が見張る等の事実によって公認されていた。ところが近年阿野鵜足郡漁業組合は、香川県漁業取締
規則第九条「各漁場二於テ営業セントスル者ハ県ノ内外人ヲ問ハス総テ其地ノ組合一一加入シ其規約二遵フヘシ」に
基づいて、瀬居島漁場を含む地先水域での入漁操業者に同組合への加入を求めた。県外入漁者はこれに従ったが
（表３）、中笠居村等三カ町村は旧慣による専用権を主張してこれを拒否した。七カ町村側は組合という組織を通じ
て水域利用再編成の主導権掌握を策したのに対し、それは三カ町村側にとっては専用漁業権の否定を意味した。事
態は訴訟に発展していくこととなった。
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1８ 
一原告ハ成規二拠レル香川県阿野鵜足郡漁業組合頭取二有之候
一被告ハ毎年清明ヨリ日数五十日間香川県阿野鵜足郡所属海面（俗二所謂瀬居島漁場）一一於テ鯛網ヲ卸シ漁業
ヲ営ミ居ルモノニ有之候
一明治廿七年十二月二十日香川県令第五十九号ヲ以テ漁業取締規則ヲ発布セラレ翌廿八年一月一日ヨリ施行相
成候而シテ右規則第九条一一「各漁場二於テ営業セントスル者ハ県ノ内外人ヲ問ハス総テ其地ノ組合二加入シ其
規約二遵フヘ、ピトノ明文有之候
右ノ訳合ナレハ被告ハ当然原告組合一一加入ス可キ筈ナルニ拒ミテ加入セス本年二至り書面ヲ以テ原告組合ヨリ
被告一一其加入ヲ督促致シタル所（中略）頑トシテ之二応セサルノミナラス被告ハ年々原告郡海面二於テ他ノ漁業
者ニシテ原告組合一一加入シ其組合ノ規約二従フモノヲ妨ケ専横窓ノ挙動ヲナシ原告組合ヲシテ損害ヲ被ムラシム
ル事紗少ナラス依テ蓮二本訴仕候次第二御座候間訴旨相立候様御判決被下度候也
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十
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（『香西漁業史』）
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1９ 
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明治廿七年十二月廿日香川県令第五十九号漁業取締規則第九条ハ本件ノ如キモノニ適用スヘキ筋合ノモノ無
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日
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人
井
戸
文
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（阿比野家旧蔵文書）
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2０ 
ここにある明治廿九年十二月廿五日の知事宛御伺とは、明治廿七年にできた香川県漁業取締規則に対する組合加
入
に
つ
い
て
の
質
問
で
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ラハ同条ノ精神ハ旧慣二依り甲組合ノ者縦令乙組合所属ノ海面二於テ営業ノ権ヲ有スルモ此場合ハ総テ海面所属
地ノ組合一一加入スヘキ筋二有之而シテ瀬居島漁場ハ阿野鵜足漁業組合一一属スヘキモノト認メ候条其旨該村長へ示
達スヘキトノ旨趣二有之候条右御了知相成度依命此段及通牒候也
明
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（１） 
（「香西漁業史」）
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二
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明治廿七年本県令第五十九号漁業取締規則第九条中唯夕各漁場トアリ其区域ヲ限ラサルモノナレハ組合一一川人
シ規約ヲ遵守スルニ当り二極ノ心得方在之義卜存候第一甲漁業組合ノモノ乙漁業組合地区ノ沖合一一於テ古来ヨリ
専用漁場ヲ有シ慣例二基キ番船ヲ出シ漁場ヲ取締其費用ヲ負担スル以上ハ乙漁業組合一一加入シ組合費ヲ負担スル
ノ道理ナキハ勿論他ヨリ入漁スルモノト錐甲ノ組合一一加入シ規約ヲ遵守スヘキ義ト確信候第二第一卜正反対ニシ
テ幸上乙ノ漁業組合地区二専属スル漁場アリトセハ他ヨリ入漁スルモノハ素ヨリ其他組合一一加入シ規約ヲ遵守ス
ヘキハ勿論ナルモ独り入会漁権ヲ有スル者二限り橡メ合意ヲ求メ居カサルトキハ他日該当組合規約ヲ遵守セシム
ルコト難シト存候右ノ通心得居候テ可然哉為念此段至急相伺候也
明
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年
十
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長
泉
川
晃
義
Hosei University Repository
2１ 
二つの問合せに対する行政側の見解は、瀬居島漁場は地先である阿野鵜足郡漁業組合に所属すること、したがっ
て入漁者は同組合に加入すべきであると、明瞭な見解を示していることは注目される。これに対して当然のことな
がら中笠居村側からはいくつもの反論が展開された。その主なものを次にあげる。
漁業取締規則ノ義二付同
明治廿九年十二月廿五日付及客年四月廿八日付知事宛伺ノ件二付本月七日二第二一七号ヲ以テ御通知牒相成候
処二依レハ右両件伺ノ件ハ執レモ瀬居島漁業紛議二相関連スル漁業者組合加入方ノ義二有之候処右ハ取締規則第
九条ノ解釈如何二起因致候ト存セラル果シテ然ハ同条ノ精神ハ旧慣行一一依り甲組合ノ者仮令乙組合所属ノ海面二
於テ営業ノ権ヲ有スルモ此場合ハ総テ海面所属地ノ組合一一加入スヘキ筋二有之而シテ瀬居島漁場ハ阿野鵜足郡漁
業組合一一属スヘキモノト調メ云々卜在之候右之通牒之趣旨ハ一々敬承仕候得共第九条ノ解釈二就テハ尚其意ヲ得
サル廉大二御座候其故ハ瀬居島漁場ハ阿野鵜足郡漁業組合一一属スヘキモノト認メ第九条ヲ適用セントスルノ解釈
ナルヲ以テナリ果シテ御意見ノ通ナラハ其漁場ハ（海面ニアラス）阿野鵜足郡漁業組合一一属シ届ルカ将夕山田香
川郡高松市漁業組合ノ所属漁場ナリャ否二付講究セサルヲ得ス而シテ明治廿八年御認可ノ山田香川郡高松市漁業
組合規則二依ル時ハ漁場ノ区域ハ旧慣行一一依ルトアリ（個ハ愛媛県庁モ認ムル処ナリ）巣シテ然ラハ香川県庁ハ
已二既二瀬居島漁場ハ山田香川郡高松市漁業組合所属ノ漁場卜認メ居ルーーアラスャ又漁業組合ノ区域ハ行政区域
一一依ルノ明文アリヤ否ヤ殊更第九条ハ各漁場トアリ其所属地ノ明記ナシ之二依テ之ヲ観ル時ハ陸地ヲ雛レタル海
面二於テハ漁場ノ区域ヲ基礎トシ其慣行一一依テ組合エ認可シダルモノナルモシ之二反スルトセンカ慣行アル地ノ
モノハ慣行ナキ地ノモノニ支配サル不都合ヲ生ス豈一一第九条ハ如此狭義ノモノニアラス呪ンャ当中笠居村ノ漁業
香
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（三番西漁業史』）
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2２ 
漁
業
組
合
加
入
ノ
件
二
付
伺
阿野鵜足郡漁業組合頭取阿比野勇ヨリ当山田香川郡漁業組合員ダル香川郡中笠居村鯛網営業者久保栄吉外四名
一一対スル其組合加入請求ノ件ハ独り鯛網営業者二限ラス当組合全体二関スル事件ニシテ就中高松市及香川郡中笠
居村漁夫ノ権利々害一一関係スル重大ノ事件ナリトス随テ瀬居島漁場ハ当組合ノ所属認可地ナルヲ以テ該漁場二於
テ漁業ヲ為スモノハ殊更二阿野鵜足郡漁業組合一一加入スルノ理由無之阿野鵜足郡漁業組合頭取力漁業取締規則第
九条二依り組合加入ヲ強スルカ如キハ抑モ物ノ本末ヲ謬リタルモノナリ如何トナレハ漁業組合ハ同業ノ組合卜各
種混同ノ組合トー種アリテ本県漁業組合ハ後段二属スル組合ナリ然リ而シテ其漁業組合設置ノ漁場ハ慣行ノ厚薄
一一因テ所属ヲ指定スルヲ以テ至当ナリトス然ラサレハ愛ソ漁業ノ福利ヲ増進シ弊害ヲ矯正スルコトヲ得へケンャ
又瀬居島漁場ハ当高松市及香川郡中笠居村ノ専用漁場ナルヲ以テ当組合ヲ設置スルャ同時二認可地トナリタルモ
ノナレハ此際香川郡中笠居村及高松市ノ漁夫ハ決シテ阿野鵜足郡漁業組合一一加入スヘキモノニアラスト確信仕候
居候得共一応為念此段相伺候也
明
治
舟
一
年
四
月
十
四
日
香川郡中笠居村漁業者総代
者ハ総テ山田香川郡高松市漁業組合一一加入シ規則ヲ遵守致居候右ノ次第ナレハ如何心得候テ可然哉自然漁夫へ教
示方モ御座候二付折返何分ノ御指令相成度此段相伺候也
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2３ 
ここで中笠居村側は、漁業区域を旧慣行によると記した山田香川郡漁業組合規則を香川県も認可ずみである以上
瀬居島漁場が中笠居村のものであることも公認されているとの手続き論、漁場（「海面一一アラス」と特に注記あり）
の所属には行政区域ばかりでなく慣行にも配慮するのが合理的という現実論等を展開した。これに対して香川県お
よび山田郡香川郡の行政側は、前回と同じ趣旨を回答したのだった。
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吉
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村
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（稲香西漁業史』）
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2４ 
組合準則時代の行政側の意図は、沿岸の海域は沖合までも含めて沿岸の漁業組合に利用権をゆだね、外部からの
専用漁業権のような特権的慣行はなるべく排除しようとするものであった。しかし海面官有宣言以来の海面自由化
（９） 
の流れは、旧漁業法成立時に旧慣擁護派の巻き返しに遭遇することになる。だがこの段階で阿野鵜足郡漁業組合は、
組合沿岸漁場での中笠届村をはじめとする非組合員の操業を違反操業としてかたはしから告訴した。
明治廿七年十二月本県々令第五十九号漁業取締規則中漁場ハ慣行ノ厚薄二因リテ其ノ処属ヲ定ムルノ明文無之
又組合規約認可ハ山田香川郡高松市ノ海面二属スル組合規約ノ認可二止リ廷テ阿野鵜足郡ノ海面二及ホスヘキモ
ノ
ニ
無
之
義
卜
心
得
へ
シ
明
治
Ⅲ
一
年
四
月
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日
山
田
香
川
郡
長
松
崎
次
郎
印
（８） 
（『香西漁業史』）
｜ホス 本月十四日付漁業組合加入ノ義二付知事宛ノ同ハ明治廿九年四月本県訓令第廿四号ニ依り本官二於テ左ノ通指
告
訴
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松
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名
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2５ 
こ
の
よ
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な
阿
野
鵜
足
郡
漁
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組
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側
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す
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業
の
告
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（表４）。しかし、このうち岡山県・山口県および塩飽諸島との関係が厳密に違反操業の範鴫で、告訴件数の大半を
占める香川郡中笠居村・高松市関係は、被告訴人側が鯛網専用権の慣行を主張して従来どおり操業を続け、これに
対して阿野鵜足郡側は連日告訴を重ねている。（本節未完、注も本節末に廻す）
右被告訴人菊地キチナル者ハ慣行ノ漁業者ナルャ否ャ判然致サズ候得共何ニアレ我所属海面二於テ漁業スルモ
ノナラハ明治廿七年十二月廿日付本県令第五十九号漁業取締規則ニ依り我組合一一加入シ其組合ノ証票ヲ携帯シテ
漁スヘキモノナルニ之レニ反シ組合加入セスシテ本月廿一日午前十一時頃我所属海面阿野郡王越村沖合一一於テ鯛
網仕卸捕魚ヲ事シタリ個ハ右漁業取締規則第九条ノ違反者ト認メ告発候間此段告訴仕侯也
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阿野鵜足郡漁業組合頭取
阿比野勇
阿野鵜足郡漁業組合頭取
阿比野閲
香川郡中笠居村
久保栄吉外伯名
香川郡中笠居村寄留高松市
菊地キチ外卯余名
香川郡中笠居村寄留高松市
西岡格外卿名
高松市内町
野村利平外加余名
香川県直嶋村
長谷川順吉外姐名
香川県直嶋付
岡田幸太夫外扣余名
香川郡中笠居村
久保栄吉外佃名
香川郡中笠居村寄留高松市
菊地キチ外別余名
香川郡中笠居村寄留高松市
西岡格外佃名
高松市内町
野村利平
香川県直嶋村
長谷川順吉外杷名
香川県直嶋村
岡田幸太夫外如余名
高松市内町香川県直嶋村
野村利平外加余名長谷川順吉外姐名
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（表４．つづき）
目Ⅲ川酬Ⅲ士
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旧四ケ |Ｅ 
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０ 別。５．９ 剖・５．９ 別。５．７ 年月日
阿野鵜足郡漁業組合頭取
阿比野勇
阿野鵜足郡漁業組合取締所員
高畑秋太郎
阿野鵜足郡漁業組合頭取
阿比野男
阿野糾足郡漁業組合取締所員
渡辺
広次外１名
告訴人
香川郡中笠居付
久保栄吉外岨名
香川郡中笠居村寄留高松市
西岡格外灼名
香川県直嶋村
長谷川順吉外囎名
那珂郡与島村瀬層
山田甜造外２名
香川郡中笠居村
久保栄吉外姐名
香川郡中笠居村寄留高松市
菊地キチ外鋤余名
香川郡中笠居村寄留高松市
西岡格外鯛名
香川県直嶋村
長谷川順吉外躯名
那珂郡与島村瀬居
山本喜太郎外６名
那珂郡塩飽本島
木下松造
被告訴人
別。５．，
阿野鵜足郡漁業組合頭取
阿比野勇
香川郡中笠居村
久保栄吉外囎名
香川郡中笠居村寄留高松市
菊地キチ外兜余名
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層
釘。５．Ｍ 別・５．遇 年月日
阿野蠅足郡漁業組合頭取
阿比野勇
阿野鵜足郡漁業組合頭取
阿比野勇
告訴人
香川郡中笠居村
久保栄吉外囎名
香川郡中笠居村寄留高松市
菊地キチ外釦余名
香川郡中笠居材寄留高松市
西岡格外姐名
香川県直嶋村
長谷川順吉外妃名
香川郡中笠居村寄留高松市
菊地キチ外別余名
香川郡中笠居村寄留高松市
西岡格外岨名
香川県直嶋村
長谷川順吉外姐名
山口県大島郡中蒲室村
古谷新松外２名
山口県大島郡中蒲室村
政村長次郎外２名
被告訴人
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阿野鵜足郡漁業組合頭取
阿比野勇
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久保栄吉外鯛名
香川郡中笠居村寄留高松市
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香川郡中笠居村寄留高松市
西岡格外鯛名
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阿野鵜足郡漁業組合頭取
阿比野勇一香川郡中笠居村
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（表４つづき）
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皿・５．別 、・５．四 年月日
阿野鵜足郡漁業組合頭取
阿比野勇
阿野鵜足郡漁業組合頭取
阿比野勇
告訴人
香川郡中笠居村
久保栄吉外佃名
香川郡中笠居村寄留高松市
菊地キチ外加余名
香川郡中笠居村寄留高松市
西岡格外組名
香川県直嶋村
長谷川順吉外蝸名
香川郡中笠居村寄留二筒松市
菊地キチ外印余名
香川郡中笠層村寄留高松市
西岡格外鯛名
香川県直嶋村
長谷川順吉外姐名
被告訴人｜明治川一年懇顛綴」（阿比野家肥臓文
！ 糾）
より；「
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